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肝右葉切除施鯨 産も繊学的をこ閑寮号数過誤腫と診断されたか

十pE吉冊細工-一日十打十拓里ト∴■,轟･出工作~･]/.ド

以下の年少児をこ好党する務なる段後藤藤であるす右葉をこ

好発し許多宅は腰痛を句をこ太か多数釣瀦胞を審し賢組織孝
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造影きれなか->た平門脈造影では左舷は遺影されず右楼
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肝硬変などの機殿肝疾遺髪ではすべて陰性であ-)たh肝細
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劇症肝衆は死亡率の高い疾患であるが,近年血祭変換

療法声人工肝補助装置などの開発予噂丸紅伴い全国幾許

の盤存率は怒%以上の改善が見られてきている書奪回我埼


